特開２００９－１０７７４
【発明の詳細な説明】【技術分野】

　【０００１】
本発明は、例えばデジタルスチルカメラやデジタルビデオカメラ等に適用可能な画像表示装置等に係り、特に撮像画像の再生時の操作性を向上する画像表示装置、撮像装置、画像表示方法、プログラムに関する。

【背景技術】

　【０００２】
従来、デジタルスチルカメラやデジタルビデオカメラ等の撮像装置は、ＬＣＤ(Liquid Crystal Display)等の液晶パネルを備えている。従って、ユーザは、該液晶パネルに表示された撮像画像（スルー画像）を確認することで、所望とする構図での撮影をすることができることになる。さらに、該液晶パネルでは、撮像画像のみならず、各種設定に係る所定のアイコンをも表示可能となっている。

　【０００３】
　さらに、今日では、タッチパネル等の操作入力手段を備えた撮像装置も存在する。この場合、液晶パネルのディスプレイにタッチパネルが重畳されてタッチスクリーンを構成することになる。このような構成の下では、ユーザは該タッチパネルのアイコンをタップすることで、所定の操作入力を行うことができる。

　【０００４】
この種の技術については、例えば特許文献１では、表示パネル上にタッチパネルが重ねて配され、該タッチパネル上の各種の操作ボタンを操作することで対応する機能が行われる撮像装置が開示されている。

【特許文献１】特開２００２－１９６６６７号公報

【発明の開示】

【発明が解決しようとする課題】

　【０００５】
しかしながら、前述したような特許文献１に係る従来では、ズーム釦が別途設けられており、該ズーム釦を左右に押下することで画面戻しと画面送りがなされるようになっており、つまり、画面戻しと画面送りの操作がハードキーに割り当てられていることから各機能が画面上に配置されているタッチパネルの利点が十分に活かされていなかった。

　【０００６】
本発明は、タッチパネルを複数の領域に分け、各領域毎に所定の操作を割り付け、当該割り付けをフル画面表示への移行時等にユーザに対して提示することで、簡易且つ的確な再生画像の切り替えを実現することを課題とする。

【課題を解決するための手段】

　【０００７】
本発明の第１の観点に係る画像表示装置によれば、表示部は少なくとも画像を表示する。タッチパネルは、複数の領域に分けられてり、各領域に所定の操作が割り当てられている。そして、制御部は、フル画面表示処理を開始すると、上記表示部に所定の操作説明画面を所定時間に亘り表示し、該操作説明画面により上記タッチパネルの各領域に割り当てられた操作の内容を提示し、上記タッチパネルの一の領域が押下されると、該領域に割り当てられた操作を行うように制御する。

　【０００８】
従って、タッチパネルの各領域をタップすることで、制御部の制御に基づいて当該領域に割り当てられた所定の操作が実施されることになる。

　【０００９】
尚、この第１の観点において、上記タッチパネルを、３つの領域に分け、左領域は一つ前の画像の表示、中央領域はメニュー画面への移行、右領域は一つ先の画像の表示を上記所定の操作として割り当てるようにしてもよい。

　【００１０】
本発明の第２の観点による撮像装置によれば、撮像部が被写体像を撮像し画像信号を得る。表示部は、少なくとも上記画像信号に基づいて撮像画像を表示する。タッチパネルは複数の領域に分けられており、各領域に所定の操作が割り当てられている。そして、制御部は、フル画面表示処理を開始すると、上記表示部に所定の操作説明画面を所定時間に亘り表示し、該操作説明画面により上記タッチパネルの各領域に割り当てられた操作の内容を提示し、上記タッチパネルの一の領域が押下されると、該領域に割り当てられた操作を行うように制御する。

　【００１１】
従って、撮像画像を再生表示する場合において、タッチパネルの各領域をタップすることで、制御部の制御に基づいて当該領域に割り当てられた所定の操作（例えば、撮像画像に係る画面送り、画面戻し等）が実施されることになる。

　【００１２】
本発明の第３の観点による画像表示方法では、フル画面表示処理を開始すると、表示部に所定の操作説明画面を所定時間に亘り表示し、上記操作説明画面によりタッチパネルの複数に分割された各領域に割り当てられた操作の内容を提示し、上記タッチパネルの一の領域が押下されると、該領域に割り当てられた操作を行うように制御する。

　【００１３】
従って、タッチパネルの各領域の押下に基づいて、所定の操作が実施される。

　【００１４】
本発明の第４の観点によるプログラムによれば、コンピュータが、フル画面表示処理を開始すると、表示部に所定の操作説明画面を所定時間に亘り表示する操作説明画面表示機能と、上記操作説明画面によりタッチパネルの複数に分割された各領域に割り当てられた操作の内容を提示し、上記タッチパネルの一の領域が押下されると、該領域に割り当てられた表示の切り替えを行なう表示切替機能とを奏する。

　【００１５】
従って、プログラムに基づくソフトウェア処理により、タッチパネルの各領域に基づく所定操作の実施が制御されることになる。

【発明の効果】

　【００１６】
本発明によれば、タッチパネルを複数の領域に分け、各領域毎に所定の操作を割り付け、当該割り付けをフル画面表示への移行時等にユーザに対して提示することで、簡易且つ的確な再生画像の切り替えを実現する画像表示装置、撮像装置、画像表示方法、プログラムを提供することができる。

【図面の簡単な説明】

　【００１７】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る画像表示装置の概念図。

　【００１８】
【図２】本発明の第２の実施の形態に係る撮像装置の構成を示す図

　【００１９】
【図３】（ａ）は本発明の第２の実施の形態に係る撮像装置の後方斜視図。

　【００２０】

【図３】（ｂ）は本発明の第２の実施の形態に係る撮像装置の前方斜視図。

　【００２１】
【図４】本発明の第２の実施の形態に係る撮像装置による特徴的な処理について詳細に説明するフローチャート。

　【００２２】
【図５】本発明の第２の実施の形態に係る撮像装置による画面遷移を示す図。

【発明を実施するための最良の形態】

　【００２３】
以下、図面を参照して、本発明を実施するための最良の形態（以下、単に実施の形態という）について詳細に説明する。

　【００２４】
図１には本発明の第１の実施の形態に係る画像表示装置の構成を示し説明する。

　【００２５】
この図１に示されるように、画像表示装置は、全体の制御を司る制御部１と操作入力部３、記憶部４、表示部５からなる。そして、この制御部１は、記憶部４に予め格納されている制御プログラム２を読み出して、実行することで、少なくとも操作説明画面表示機能２ａ、表示切替機能２ｂ、主制御機能２ｃを奏することになる。

　【００２６】
尚、制御部１が、各機能２ａ乃至２ｃを奏するとき、例えば操作説明画面表示手段、表示切替手段、主制御手段等としての役割を果たすことになる。
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　【００２７】
このような構成において、制御部１は、主制御機能２ｃにより、所定の操作画面１００を表示部５に表示する。この操作画面１００には、各種操作が割り当てられた複数のアイコン１００ａが表示されている。そして、例えばタッチパネルのような操作入力部３がユーザにより操作されて、所望とする表示態様が選択されると、制御部１は、操作説明画面表示機能２ａにより操作説明画面１０１を一時的に表示する。

　【００２８】
即ち、操作入力部３としてのタッチパネルが、この例では３つの領域に分けられており、各領域に所定操作を割り当てているが、操作説明画面１０１においても、このタッチパネル１６の３つの領域１０１ａ、１０１ｂ、１０１ｃ毎に割り当てられている操作種目が分かるように所定のアイコン１０１ｄ乃至１０１ｆを各領域に表示する。

　【００２９】
こうして、ユーザにより操作入力部３が操作されて領域１０１ａ乃至１０１ｃのいずれかが押下されて選択されると、制御部１は、表示切替機能２ｂにより表示を切り替えることになる。より具体的には、例えば領域１０１ａが選択されると画面戻し、領域１０１ｂが選択されると操作画面１００の表示、領域１０１ｃが選択されると画面送りが実行される。但し、これには限定されない。各操作は各領域１０１ａ乃至１０１ｃに予め割り当てられた仕様により定まる。

　【００３０】
このように、本発明の第１の実施の形態に係る画像表示装置は、特徴的な処理を行うことができる。

　【００３１】
・タッチパネルが所定の領域に分割され、各領域に所定操作が割り当てられる。

　【００３２】
・フル画面表示に移行する際など、アイコンを消去する場合には、該移行前に上記割り当てが分かるように一時的に操作説明画面を表示する。

　【００３３】
従って、タッチパネルを用いた操作を簡易且つ適正に行うことができるようになり、アイコンが表示されていない状況（フル画面再生表示）に移行するに際して、操作説明画面でタッチパネルに割り当てられた各操作を把握することが可能となる。

　【００３４】
次に、本発明の第２の実施の形態について説明する。

　【００３５】
図２には本発明の第２の実施の形態に係る撮像装置の構成を示し説明する。

　【００３６】
これは、前述した第１の実施の形態に係る画像表示装置をデジタルスチルカメラやデジタルビデオカメラ等の撮像装置に適用したものである。以下、詳述する。

　【００３７】
この図２に示されるように、第１の実施の形態に係る撮像装置には、撮影レンズ、絞り、フォーカスレンズ等を概念上含むレンズ部１１が配設されている。そして、このレンズ部１１を介して入射する被写体光の光路上には、ＣＣＤ(Charge Coupled Device)等の撮像素子１２が配置されている。この撮像素子１２の出力は、アナログ信号処理部１３、アナログ／ディジタル(A/D; Analog/Digital)変換部１４を介してディジタル信号処理部１５の入力に接続されている。そして、このディジタル信号処理部１５の出力は、液晶パネル１７、記録デバイス１９の入力に電気的に接続されている。

　【００３８】
レンズ部１１には、それを構成する絞りの調整やフォーカスレンズの移動を行うためのアクチュエータ２０が機械的に接続されている。そして、該アクチュエータ２０は、その駆動制御を行うためのモータドライバ２１に接続されている。

　【００３９】
さらに、この撮像装置には、全体の制御を司るＣＰＵ(Central Processing Unit)２３が配設されており、該ＣＰＵ２３は、モータドライバ２１、タイミングジェネレータ(TG; Timing Generator)２２、操作部２４、ＥＥＰＲＯＭ(Electrically Erasable Programmable ROM)２５、プログラムＲＯＭ(Read Only Memory)２６、ＲＡＭ(Random Access Memory)２７、タッチパネル１６と接続されている。尚、ＣＰＵ２３がプログラムＲＯＭ２６に格納された制御プログラムを読み出し、実行することで、制御手段、特に操作説明画面表示手段、表示切替手段、主制御手段等として機能する。

　【００４０】
タッチパネル１６と液晶パネル１７とでタッチスクリーン１８が構成される。

　【００４１】
記録デバイス１９は、例えばＤＶＤ(Digital Versatile Disc)等のディスクやメモリカード等の半導体メモリその他のリムーバブルな記録媒体であり、撮像装置本体に対して着脱自在となっている。ＥＥＰＲＯＭ２５は、設定された各種情報その他の電源がオフにされたときも保持すべきデータ等を記憶する為のものである。プログラムＲＯＭ２６は、ＣＰＵ２３が実行するプログラム、該プログラムを実行する上で必要なデータを記憶する為のものである。そして、ＲＡＭ２７は、ＣＰＵ２３が各種処理を実行する際のワークエリアとして必要なプログラムやデータを一時記憶する為のものである。

　【００４２】
このような構成において、ＣＰＵ２３は、プログラムＲＯＭ２６に記録されているプログラムを実行することにより撮像装置を構成する各部を制御し、タッチパネル１６からの信号や、操作部２４からの信号に応じて、所定の処理を実行する。操作部２４は、ユーザによって操作されるもので、該操作に対応した信号をＣＰＵ２３に供給する。

　【００４３】
すなわち、タッチパネル１６の任意の位置に指が触れる等して押下されると、つまりユーザにより所定の操作入力がなされると、該タッチパネル１６より押下された位置の座標が検出され、当該座標に係る信号がＣＰＵ２３に送出され、該ＣＰＵ２３は該座標に対応する所定の情報を取得し、該情報に基づいて所定の処理を実行する。

　【００４４】
レンズ部１を介して被写体光が入射すると、撮像素子１２は被写体光を撮像し、光電変換し、アナログの画像信号を出力する。このとき、モータドライバ２１は、ＣＰＵ２３の制御に基づきアクチュエータ２０を駆動する。この駆動により、レンズ部１１は、撮像装置の筐体から露出／収納される。また、この駆動により、レンズ部１１を構成する絞りの調整や、レンズ部１１を構成するフォーカスレンズの移動が行われる。

　【００４５】
さらに、タイミングジェネレータ２２は、ＣＰＵ２３の制御に基づいて、タイミング信号を撮像素子１２に供給する。このタイミング信号により撮像素子１２における露出時間等が制御される。撮像素子１２は、このタイミングジェネレータ２２から供給されるタイミング信号に基づいて動作することにより、レンズ部１１を介して入射する被写体からの光を受光して光電変換を行い、受光量に応じた電気信号としてのアナログの画像信号を、アナログ信号処理部１３に供給する。アナログ信号処理部１３は、ＣＰＵ２３の制御に基づいて、撮像素子１２から送出されたアナログの画像信号に対してアナログ信号処理（増幅等）を行い、その結果得られる画像信号を、Ａ／Ｄ変換部１４に供給する。

　【００４６】
その後、Ａ／Ｄ変換部１４は、ＣＰＵ２３の制御に基づいて、アナログ信号処理部１３からのアナログの画像信号をＡ／Ｄ変換し、その結果得られるディジタルの画像データをディジタル信号処理部１５に供給することになる。ディジタル信号処理部１５は、ＣＰＵ２３の制御に基づいてＡ／Ｄ変換部１４からのディジタルの画像信号に対し、ノイズ除去処理等のディジタル信号処理を施し、液晶パネル１７に供給して表示させる。

　【００４７】
ディジタル信号処理部１５は、Ａ／Ｄ変換部１４からのディジタルの画像信号を、例えばＪＰＥＧ(Joint Photographic Experts Group)方式等で圧縮し、その結果、得られる圧縮されたディジタルの画像信号を、記録デバイス１９に供給して記録させる。

　【００４８】
更に、ディジタル信号処理部１５は、記録デバイス１９に記録された圧縮された画像データを伸張し、その結果得られる画像データを液晶パネル１７に供給して表示させる。つまり、ディジタル信号処理部１５は、Ａ／Ｄ変換部１４からの画像データを、液晶パネル１７に供給し、これにより液晶パネル１１では所謂スルー画が表示される。その他、ディジタル信号処理部１５は、ＣＰＵ２３の制御に基づいて、フォーカスの制御に用いるフォーカス枠（ＡＦ枠）の画像を生成し、液晶パネル１７に供給して表示させる。

　【００４９】
その後、ユーザが操作部２４に概念上含まれるシャッタボタンを押下すると、操作部２４からレリーズ信号がＣＰＵ２３に供給される。このようにして、レリーズ信号がＣＰＵ２３に供給されると、該ＣＰＵ２３はディジタル信号処理部１５を制御し、Ａ／Ｄ変換部１４からディジタル信号処理部１５に供給された画像データを圧縮させ、この圧縮された画像データを記録デバイス１９に記録させることになる。

　【００５０】
この撮像装置は、ＡＦ機能を有している。この実施の形態に係る撮像装置では、撮像素子１２によって撮像された画像上にＡＦ枠が設定され、そのＡＦ枠の内部の画像に基づいてフォーカスが制御される。このＡＦ機能では、ＡＦ枠を、液晶パネル１７に表示された画像上の任意の位置に設定することができるようになっており、さらに、液晶パネル１７と一体的に構成されたタッチパネル１６に対する操作だけで、その位置やサイズ等の制御を行うことができるようになっている。ＡＦ処理は、ＣＰＵ２３がプログラムＲＯＭ２６のプログラムを読み出して実行することで実現されることになる。

　【００５１】
ここで、特に特徴的なのは、以下の点である。即ち、ＣＰＵ２３は、所定の操作画面を液晶パネル１７に表示する。そして、タッチパネル１６がユーザにより操作されて、所望とする表示態様が選択されると、ＣＰＵ２３は、操作説明画面を一時的に表示する。

　【００５２】
即ち、タッチパネル１６が３つの領域に分けられており、各領域に所定操作が割り当てられているが、操作説明画面においても、このタッチパネル１６の３つの領域毎に割り当てられている操作種目が分かるように所定のアイコンを各領域に表示する。

　【００５３】
こうして、ユーザによりタッチパネル１６の領域のいずれかがタップされて選択されると、ＣＰＵ２３は、表示を切り替える。

　【００５４】
以上説明したように、本発明の第２の実施の形態に係る撮像装置では、タッチパネル１６が所定の領域に分割され、各領域に所定操作が割り当てられており、フル画面表示に移行する際など、アイコンを消去する場合には、該移行前に上記割り当てが分かるように一時的に操作説明画面を表示するといった特徴的な処理を行うことができる。従って、タッチパネル１６を用いた操作を簡易且つ適正に行うことができるようになり、アイコンが表示されていない状況に移行するに際して、操作説明画面でタッチパネル１６に割り当てられた各操作を把握することが可能となる。

　【００５５】
次に、図３には本発明の第２の実施の形態に係る撮像装置の概観図を示し説明する。

　【００５６】
図３（ａ）は該撮像装置の後方斜視図であり、図３（ｂ）は前方斜視図である。

　【００５７】
撮像装置の前面はレンズカバーで覆われており、該前面のレンズカバー５７が下方に開かれると、レンズ部１１に概念上含まれる撮影レンズ５５とＡＦイルミネータ５６が露呈するように配置されている。このＡＦイルミネータ５６は、セルフタイマランプを兼ねている。撮像装置の上面には、ズームレバー（TELE/WIDE）５１とシャッタボタン５２、再生ボタン５３、パワーボタン５４が配置されている。更に、撮像装置の後面には、タッチスクリーン１８が設けられている。ズームレバー５１、シャッタボタン５２、再生ボタン５３、パワーボタン５４は、操作部２４に概念上含まれる。

　【００５８】
以下、図４のフローチャートを参照して、本発明の第２の実施の形態に係る撮像装置による特徴的な処理について詳細に説明する。尚、以下の一連の処理は、第２の実施の形態に係る画像表示方法にも相当するものである。

　【００５９】
以下では、図５を適宜参照する。図５（ａ）に示されるように、初期画面２００においては、例えば、画面戻し釦２００ａ、画面送り釦２００ｂ、スライドショー再生釦２００ｃ、画面切替釦２００ｄが表示されている。

　【００６０】
そして、初期画面２００において、画面切替釦２００ｄがタップされる等して画面の切り替えが指示されて、フル画面再生に移行すると（ステップＳ１）、ＣＰＵ２３は先ず操作説明画面２０１を表示し（ステップＳ２）、所定時間経過するまで該表示を継続し（ステップＳ３）、所定時間を経過すると（ステップＳ３をＹｅｓに分岐）、操作説明画面２０１を消去する（ステップＳ４）。即ち、フル画面再生表示を行う。

　【００６１】
以上の処理によれば、アイコン表示がなされないフル画面再生に移行する前に、タッチパネル１６の各領域に割り当てられた操作を把握することができる。即ち、ユーザは、タッチスパネル１６の各領域２０１ａ乃至２０１ｃに割り当てられた操作を、各領域２０１ａ乃至２０１ｃに表示されたアイコン２０１ｄ乃至２０１ｆにより把握できる。

　【００６２】
こうして、ＣＰＵ２３は、タッチスパネル１６の中央領域２０１ｂがタップされたか否かを判断し（ステップＳ５）、中央領域２０１ｂがタップされたと判断すると（ステップＳ５をＹｅｓに分岐）、初期画面２００を表示し（ステップＳ６）、処理を終了する。

　【００６３】
一方、ステップＳ５において、ＣＰＵ２３は、中央領域２０１ｂがタップされていないと判断した場合には（ステップＳ５をＮｏに分岐）、ＣＰＵ２３は、左領域２０１ａがタップされているか否かを判断し（ステップＳ７）、左領域２０１ａがタップされていると判断した場合には（ステップＳ７をＹｅｓに分岐）、一つ前の撮像画像に係る画面を表示し（画面戻し）（ステップＳ８）、処理を終了する。一方、ＣＰＵ２３は、左領域２０１ａがタップされていないと判断した場合には（ステップＳ７をＮｏに分岐）、右領域２０１ｃがタップされたものと判断し、次の撮像画像に係る画面を表示し（画面送り）（ステップＳ９）、一連の処理を終了することになる。

　【００６４】
以上説明したように、本発明の第１及び第２の実施の形態によれば、タッチパネルを用いた操作を簡易且つ適正に行うことができるようになり、特にアイコンが表示されていない状況（例えば、撮像画像のフル画面表示）に移行するに際して、操作説明画面でタッチパネルに割り当てられた各操作を把握することが可能となる。

　【００６５】
以上、本発明の第1及び第２の実施の形態について説明したが、本発明はこれに限定されることなくその趣旨を逸脱しない範囲で種々の改良・変更が可能である。

　【００６６】
例えば、上記第１及び第２の実施の形態では、操作説明画面として、タッチパネルの３つの領域に割り当てられた各機能を説明するものを例示して説明したが、これに限定されず、アイコンに加えて、簡単な操作説明を表示するようにしてもよい。

【特許請求の範囲】

【請求項１】

少なくとも画像を表示する表示部と、

複数の領域に分けられ、各領域に所定の操作を割り当てたタッチパネルと、

フル画面表示処理を開始すると、上記表示部に所定の操作説明画面を所定時間に亘り表示し、該操作説明画面により上記タッチパネルの各領域に割り当てられた操作の内容を提示し、上記タッチパネルの一の領域が押下されると、該領域に割り当てられた操作を行うように制御する制御部とを備えた

ことを特徴とする画像表示装置。

【請求項２】

上記タッチパネルは、３つの領域に分けられており、左領域は一つ前の画像の表示、中央領域はメニュー画面への移行、右領域は一つ先の画像の表示を上記所定の操作ｗとして割り当てる

ことを特徴とする請求項１に記載の画像表示装置。

【請求項３】

被写体像を撮像し、画像信号を得る撮像部と、

少なくとも上記画像信号に基づいて撮像画像を表示する表示部と、

複数の領域に分けられ、各領域に所定の操作を割り当てたタッチパネルと、

フル画面表示処理を開始すると、上記表示部に所定の操作説明画面を所定時間に亘り表示し、該操作説明画面により上記タッチパネルの各領域に割り当てられた操作の内容を提示し、上記タッチパネルの一の領域が押下されると、該領域に割り当てられた操作を行うように制御する制御部とを備えた

ことを特徴とする撮像装置。

【請求項４】

フル画面表示処理を開始すると、表示部に所定の操作説明画面を所定時間に亘り表示するステップと、

上記操作説明画面によりタッチパネルの複数に分割された各領域に割り当てられた操作の内容を提示するステップと、

上記タッチパネルの一の領域が押下されると、該領域に割り当てられた操作を行うように制御するステップと

ことを特徴とする画像表示方法。

【請求項５】

コンピュータが、

フル画面表示処理を開始すると、表示部に所定の操作説明画面を所定時間に亘り表示する操作説明画面表示機能と、

上記操作説明画面によりタッチパネルの複数に分割された各領域に割り当てられた操作の内容を提示し、上記タッチパネルの一の領域が押下されると、該領域に割り当てられた表示の切り替えを行なう表示切替機能とを奏する、

ことを特徴とするプログラム。
